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安平町・安平町商工会 

あわえ・電通北海道・FoundingBase・WHITE・みらい・LIFULL 
「あびらスマートワーク推進プロジェクト」に関する連携協定 

【締結のお知らせ】 
 

安平町（町長：及川 秀一郎）と、安平町商工会（会長：小林 正道）、株式会社あわえ（本社：徳島県、代

表取締役：吉田 基晴）、株式会社電通北海道（本社：北海道、代表取締役社長執行役員：木村 平）、株式会社

FoundingBase（本社：東京都、代表取締役：山本 賢司）、WHITE 株式会社（本社：神奈川県、代表：横山 

隆）、みらい株式会社（本社：広島県、代表取締役：妹尾 暁）、株式会社 LIFULL（本社：東京都、代表取締

役社長：伊東 祐司）は、2024 年 5 月 7 日に「あびらスマートワーク推進プロジェクト」に関する連携協定

を締結いたしました。 

本協定に基づき、八者は、官民協働による地方創生の実現を推進して参ります。       

  

  

写真向かって左より                                         

株式会社 LIFULL LIFULL FaM 事業 CEO 秋庭麻衣 

WHITE 株式会社 DX 人材育成事業部 代表取締役 横山隆 

株式会社電通北海道 代表取締役社長執行役員 木村平 

安平町商工会 会長 小林正道 

安平町長 及川秀一郎 

株式会社あわえ 地方創生推進部 部長 香月達蔵 

株式会社 FoundingBase 代表取締役/CVO 山本賢司 

みらい株式会社 コンサルティング事業部 シニアディレクター 吉田徹 
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＜本協定締結の背景＞ 

本町では、「子育て・教育」環境の充実化・魅力化により、保護者だけではなく、これから結婚し親とな

る方々も含めて、「安平町で子どもを育てたい」と思い、子どもたちが「この町に生まれて良かった」と感

じる環境を創出することで、移住定住につなげる「子育て・教育」を柱としたまちづくりを展開して人口減

少対策を講じています。 

このプロジェクトは、①子育てと仕事が両立できるまち、②若年層が働きたいと思えるまち、③新たな価

値創出による認知度向上を目指す将来像とし、国が示すデジタル田園都市国家構想の実現を目指すうえでの

非常に重要な取組みになるものと考えています。 

より実効性の高いプロジェクトとしていくため、安平町商工会様、株式会社あわえ様、株式会社電通北海

道様、株式会社 FoundingBase 様、WHITE 株式会社様、みらい株式会社様、株式会社 LIFULL 様と連携協

定を締結させていただくこととしました。 

 

＜本プロジェクトにより実施する事業＞ 

本プロジェクトでは、４つの事業を実施します。 

（１）スマートワーク産業育成事業 

IT 技術のリスキリング事業を展開し、新たなスマートワーク産業を創出することで、子育て中の女性で

もスキマ時間の活用や断続的に働ける就労機会の確保につながり、自宅にいながらも外の仕事を実施するこ

とが可能となり、場所・時間による制約にとらわれない働き方が可能となります。 

これにより、子育てと仕事の両立や子育てにおける経済的不安の解消につながり、安心して出産し、子育

てできる就労環境の提供が実現できます。 

 

（２）企業（サテライトオフィス）誘致・事業誘致推進事業 

町外へ進学した学生や若年層が働きたいと思えるＩＴ関連やデジタル関連企業などの誘致を進めること

で、新たな就労場所の確保や雇用につながり、町外進学後の学生や一度本町を離れた安平町出身者のＵＩＪ

ターン促進、町内在住若年層の転出抑止や定着につなげていくことができます。 

 

（３）シティプロモーション×クリエイター育成事業 

クリエイティブ制作を始めとした情報発信産業の地産化を目指すことにより、新たな就労場所の確保や雇

用につながるとともに、この事業自体を新たなシティプロモーションとすることで、認知度向上につなが

り、ＩＴ関連やデジタル関連企業などの誘致に寄与するものと考えます。 

 

（４）ブランディング推進事業 

（１）スマートワーク産業育成事業や、（２）企業誘致・事業誘致推進事業、（３）クリエイター育成によ

る賑わい創出事業の取組みを、「あびらスマートワーク推進プロジェクト」として安平町の新たなブランド

として育て、これまでの本町の人口確保策から見えてきた課題解消につなげることで、全国自治体の中でも

「子育て教育」の町として確固たるポジションを築いていくことができます。 

 

 

 

 



*本リリースは、関係者から配信されています。重複の場合はご容赦頂きたくお願い申し上げます 

NEWS RELEASE 

＜連携協定の概要＞ 

1. 締結日 

令和６(2024)年 5 月 7 日 

 

2. 本協定の目的 

相互連携と協働による活動を推進し、官民協働による地方創生の実現を目指す事を目的とする。 

 

3.  本協定の連携事項 

(１)スマートワーク産業の育成に関すること 

(２)企業誘致・事業誘致の推進に関すること 

(３)シティプロモーション及びクリエイター育成に関すること 

(４)ブランディング推進に関すること 

(５)その他前条の目標達成に資すること 

 

＜安平町長 及川 秀一郎のコメント＞ 

本プロジェクトで掲げる将来像実現は困難な道のりではありますが、それぞれの知見を有した多くの関係

者がいることでの機運醸成や、着実な推進体制を構築できればと考えています。 

また、多くが道外企業であり、①地方に仕事をつくる、②人の流れをつくる、③結婚・出産・子育ての希

望をかなえる、④魅力的な地域をつくる、といった地方創生のキーワードに対しても多大なご知見を頂ける

ことに大変期待しています。 

 

＜安平町商工会 会長 小林 正道＞ 

本プロジェクトによって、デジタル人材の育成、確保などスマートワークの推進を図ることにより町内商

工事業者の発展、地域の発展につながることを期待しております。関係皆様との連携により、このプロジェ

クトの目指す将来像の実現に向けて進んで参りたいと考えております。 

 

＜株式会社あわえ 地方創生推進部 部長 香月 達蔵のコメント＞ 

株式会社あわえでは、企業（サテライトオフィス）誘致・事業誘致推進事業を担います。安平町の外から

企業を誘致し、町内や町外に出られた若い方々にとって就職に繋がるきっかけを提供し、また安平町の地域

課題に対して、町内に進出をして一緒に解決のために汗を流していただける、安平町にとって役立つ企業・

事業を誘致して本プロジェクトに寄与して参ります。 

 

＜株式会社電通北海道 代表取締役社長執行役員 木村 平のコメント＞ 

電通北海道の重要なミッションは、地域のパートナーになる事であると考えています。 

安平町は自然豊かで、家族団欒の時間を大切にしながら子供が学びやすい環境を有するなど、非常に魅力

溢れる地域です。本プロジェクトでは、安平町の魅力を町内外に発信し、また、町のアイデンティティを形

成する事で、町民の方々の町へのポジティブな意識（シビックプライド）の醸成を図り、好循環を生み出す

仕組みを構築していきます。 
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＜株式会社 FoundingBase 代表取締役 / CVO 山本 賢司のコメント＞ 

株式会社 FoundingBase は地域と共創し「まちづくり」事業を展開する地域共創ベンチャー企業です。安

平町では 2019 年より、主に社会教育分野とシティプロモーション分野の事業立ち上げと運営を行なってき

ました。シティプロモーション分野においては、町からエリア放送「あびらチャンネル」や公式 SNS の運

営を受託しており、地域と共にまちの魅力を再定義し、住民がまちを自分ゴト化することを目指した情報発

信に取り組んできました。今後は子育て世代を中心とした若者が地域メディア運営に関わる機会を増やし、 

シビックプライドの向上や雇用機会の創出に繋げ、安平町の発展に寄与していきたいと考えています。 

 

＜WHITE 株式会社 代表取締役 横山 隆のコメント＞ 

IT スキルアッププログラムの運用を担当します。 

デジタルの活用、AI を使いこなせる人材の育成を実現し、結果として地域経済の活性化、安平町における

新たな雇用機会創出を目標に取り組んでまいります。 

 

＜みらい株式会社 コンサルティング事業部 シニアディレクター 吉田 徹のコメント＞ 

みらい株式会社では本プロジェクトを通じて若者や子育て世代の女性の多様な働き方推進と就労創出及び

仕事供給の仕組みづくりを実現したいと考えております。また同時に安平町内の事業者のデジタル化、DX

化を促進しデジタルでの地産地消を目指します。当プロジェクト終了後も民間での自立自走体制を構築し、

デジタルで安平町の「みらいを創る」をモットーに実践して参ります。 

 

＜株式会社 LIFULL LIFULL FaM 事業 CEO 秋庭 麻衣のコメント＞ 

LIFULL FaM は「子育てと仕事をハッピーに」をコンセプトに全国の 300 名の子育て中の方がテレワーク

でお仕事をする仕組みを展開しており、現在５つのキッズスペース付き拠点を運営しております。 

今回のプロジェクトではそのノウハウを活かして安平町の子育て層の皆様向けにテレワーカーとして働く

基礎講座を開催させていただきます。また、スキルアップだけではなく、その先の就労や、お仕事の供給や

伴走も担っていきたいと考えております 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



*本リリースは、関係者から配信されています。重複の場合はご容赦頂きたくお願い申し上げます 

NEWS RELEASE 

 

          

挨拶する安平町         挨拶する安平町商工会          挨拶する株式会社あわえ     挨拶する株式会社電通北海道      

町長 及川秀一郎         会長 小林正道                 地方創生推進部 部長 香月達蔵  代表取締役社長執行役員 木村平 

          

挨拶する株式会社 FoundingBase 挨拶する WHITE 株式会社     挨拶するみらい株式会社        挨拶する株式会社 LIFULL 

代表取締役/ CVO 山本賢司      DX 人材育成事業部           コンサルティング事業部        LIFULL FaM 事業 CEO 秋庭麻衣 

代表取締役 横山隆      シニアディレクター 吉田徹 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



*本リリースは、関係者から配信されています。重複の場合はご容赦頂きたくお願い申し上げます 

NEWS RELEASE 

 

【ニュースリリースへの報道機関からのお問い合わせ】 

■安平町 総務課（担当: 野村、塩月） 

Tel: 0145-22-2511 Email: jkanri@town.abira.lg.jp 

 

■安平町商工会 (担当: 熊谷、糸屋)  

Tel: 0145-22-2789 Email: hayasho@coral.ocn.ne.jp 

 

■株式会社あわえ (担当: 香月)  

Tel:050-5472-0700  Email: katsuki@awae.co.jp 

 

■株式会社電通北海道 統合プランニング局コミュニケーション・プランニング部（担当：高田） 

Tel: 011-214-5110 Email: kenichiro.takada@dhj.dentsu.co.jp 

 

■株式会社 FoundingBase シティプロモーション事業部（担当: 山本）  

Tel: 050-5482-3328 Email: yyamamoto@foundingbase.jp 

 

■WHITE 株式会社 (担当: 横山)  

Tel: 080-4831-6789 Email: y.yokoyama@wht.co.jp 

 

■みらい株式会社 コンサルティング事業部（担当: 吉田） 

Tel: 082-535-5231 Email: toru.yoshida@go-mirai.jp 

 

■株式会社 LIFULL LIFULL FaM 事業(担当: 原田)  

Tel: 03-6774-1705 Email: info-fam@lifull.com 

 

mailto:kenichiro.takada@dhj.dentsu.co.jp
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